
岐阜県立下呂温泉病院へようこそ

南飛騨・東濃北部等の約１５００km２の診療圏を支える

地域中核病院です。　地域医療のモデル病院として、

TV番組などでも紹介されました。

現在４名の研修医が活躍しています。



研修の理念

「医療は地域とともにあり」をモットーに、

地域に貢献できる医師の育成を目指しま

す。　病む人の心が分かる医師、そして

高い医療レベルを習得し地域をリードする

医師の育成をめざした研修を行います。

研修の特徴

当院の特徴は地域中核病院・へき地支援病院であることにより、

地域との結びつきが強い病院です。また病床数２０６床を有する

急性期病院でもあり、特殊な治療以外は全て行っています。

研修期間において、地域医療の精神（医師としてのあり方）と

プライマリーケアを中心とした医療技術を同時に学ぶことが

できます。

山森積雄理事長



当　院　の　概　要

所在地：岐阜県下呂市森２２１１　

病床数：２０６床、（急性期病棟７６床、回復期病棟２６床

　　　　　　地域包括ケア病棟１０４床）　　　　　　　

診療科：内科、外科、小児科、産婦人科、整形外科

  脳神経外科、眼科、耳鼻咽喉科、泌尿器科

　　　　　皮膚科、麻酔科、放射線科、リハビリテーション科

　　　　　腎臓内科、歯科口腔外科、病理診断科

常勤医師数：２６名（うち歯科２名、研修医４名含む）

令和２年度１日当たり平均外来患者数：約３０８名

令和２年度手術件数：５６７件

令和２年度救急車搬送件数：９２３件









しかし救急受診患者数はその後減少傾向















内科・外科

・内科外科合同の症例カンファランス

・胸部画像カンファランス（常勤放射線科医＋院外教授も参加）

・CPC（臨床病理カンファランス）　

全体

・医師会研修会を毎月１回主催し、輪番制で各科が学術発表

  外部より講師を招聘して、教育研修会を同時開催

・下呂市消防本部との救急搬送症例の事後検討会

その他

・各科内の症例カンファランス

・整形外科・脳神経外科でのリハビリカンファランス 　など







今後地域医療をやっていきたいという将来像を持って

いる方にはぴったりの研修病院です。





当診療圏の医療連携の特徴（１）

下呂市医師会との緊密な連携

　・月１回の定期的な医師会研修会（勉強会＋交流会）

　・開放型病床（Open bed)の活用（６床）

　・認知症予防のための啓蒙・出張リハビリ活動（当院主導）

　・褥瘡予防のための啓蒙・訪問診療活動（当院主導）　など

下呂市薬剤師会との緊密な連携

　・薬薬連携の全国モデル地区（お薬手帳の普及など）

下呂市訪問看護ステーションや近隣施設（老人ホーム等）

との緊密な連携

　・日頃からの情報共有による急変時の速やかな連携対応

　・訪問看護・リハビリ連携、地域包括ケア病棟の活用　など



当診療圏の医療連携の特徴（２）

下呂市消防本部との緊密な連携

　・定期的な病院・消防合同勉強会の開催（３か月に１回程度）

　　　当院搬送症例に対する初期対応についての検討

　　　高次救命センターへの転送症例の検討

　　　岐阜大学救命救急センター講師らによる講評　

　・大規模災害発生を想定した救急訓練の実施

岐阜大学高次救命センターとの連携によるドクターヘリ運用

　　転院搬送依頼が年間４０件程度　　救急受け入れも数件

岐阜県へき地医療支援機構との連携による地域支援

　　臨時医師派遣など




